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海外医探費低੖の必要性

１．世界的な医探費の高ྐྵ１．世界的な医探費の高ྐྵ
２．医探費高ྐྵに伴う各種保険મの高ྐྵ
３．企業のグローバル化に伴う海外派遣社員数と企業内

における派遣割合の増加
４．今৏医探費の上ಊがৄ੢まれる新掰国への派遣社員

数とその割合の増加

医探費増加に挼捳を及ऻす要౤をীෲの上、実ষ可能な医探費増加に挼捳を及ऻす要౤をীෲの上、実ষ可能な
施策を確実に社内で推進し実現していくことが必要

背景

検討
ポイント

将来において海外進出企業の医探関連費用の負担が増加将来において海外進出企業の医探関連費用の負担が増加
するのは確実将来予想
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海外ૣਹ掖生における海外医探費の定拣

■健康保険મ
■海外൒ষ保険મ
■現地保険મ
■実費負担（保険対象外等）
■海外での健診、予防接種等の

予防費用
■海外での妊娠出産費用

■医探相挫サービス費用
■メンタルヘルスサービス費用
■緊急搬送サービス費用
■ৢ๨同ষサービス費用

海外医探費＝
各種保険મや実費負担等の
直接医探費用だけではなく、
付帯サービス費用等も
総合的に加味する必要あり。

直接
医探費用

付帯
サービス
費用



１．ઉமୢ௜費用の最適化
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直接医探費用の現状

現状を最適化するために国内健康保険の活用をベースにした新たなソリューションを
検討。また「本人負担比૨」と「補償範囲」の検証をষい、ૣਹ掖生਑২のৄ直しに
着手する

実ষ可能な実ষ可能な
施策

■海外進出企業のૣਹ掖生体਑として、健康保険、海外൒ষ保険、現地保険、
実費負担等の単一もしくは複数ਹ用が一ಹ的である。

■しかしながら、これらの補償とサービスは、それぞれ効果を上げている一方、
「海外出向者にとってのਹ೶性」や「MECE（๫れなく・ॲঈりなく）」の
観点から各種問題を内包している。

■また医探費の増加に挼捳を及ऻす要౤としては、以下が考えられる。

１．本人負担比૨が少ない ：軽২の症状でもৢ੹するケースが増える
２．補償範囲が広い ：「赴任期間中に治せるものは治す」と

いう意掟が増শされる。
３．਴಑ফೡ・৕੓の帯同૨が高い ：病ਞにかかるᄄ২が高い。
４．都市部への派遣比૨が高い ：医探サービスレベルもアॡ७スもરれて

いるが、医探費਷準も高い。
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施策⋇ع新たな医探費੍拶ঔデルع
現地医探保険や海外൒ষ保険の保険મ高ྐྵにより、健康保険組合の
拉৆状捵をྠ案し、્別医探補償਑২を組ਛしつつ、本人に一定の
自己負担を課す方法で、医探費の೪਑を目੐す企業が増えている。

્別医探
補償਑২

【費用負担先】

総医探費

内外
価格差

健保基準
相当額

自己負担
（30%）

健保給付
対象額

（70%）

自己負担

્別医探
補償਑২
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施策⋈ع本人負担の導入ع

・医探費を保険や実費੍給等で全額負担する・医探費を保険や実費੍給等で全額負担する
企業が少なくない。
→ড়間企業大手50社中16社（32％）

（ഽ໷「ૣਹ掖生データ」No.2025より参照）
・本人負担を設定している場合でも、国内勤務

者の負担割合と比較すると低いケースが多い。

少なくとも国内健保審査基準の3割相当ীや現地医探少なくとも国内健保審査基準の3割相当ীや現地医探
保険のඊ掅部ীは本人負担とする等の਑২変ಌが必要と
なる。

現状

検討
ポイント
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施策⋉ع補償範囲のৄ直しع

補償範囲を国内健康保険給付基準とし、補償範囲を国内健康保険給付基準とし、
考慮が必要な現地事情は必要最低限とする。

捁：日本と海外における保険適用範囲で差が
最も大きいຓఐにおいて、
現地事情とのᕇ掤が目য়つポー७レン
治探のाは補償対象とする等。
（海外ではポー७レンによる治探が一ಹ的

であるため、ຓఐが日本の健保基準に
合う౫મをストッॡしていない。
取り寄せとなると、余計にコストがかかる）

検討
ポイント
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海外医探費低੖ਛ඘捁

2013ফ04াから施策実ষ
↓

【出典】弊社取扱いデータ

最も海外医探費と関બ性が高い、本人負担の導入及び適ਫな負担割合の設定を最も海外医探費と関બ性が高い、本人負担の導入及び適ਫな負担割合の設定を
ষうことが先決。
従来は国内健康保険給付基準に加えて、幅広く現地事情を考慮し補償範囲の
ऺऻ全額を企業が実費負担していたが、掀మ的に補償範囲をৄ直し、
本人負担を導入したことで海外医探費低੖にਛ඘している。
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２．付帯サービス費用の最適化
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施策⋊ع海外での医探相挫サービスع

【現状】【現状】
■日本国内では受診を控えるような些細な傷病であっても、

環境の౮なる海外ではਂ਍૎から即受診する傾向あり。
■結果、海外医探費が上がり、実費負担や各種保険મに挼捳。

【改善提案】【改善提案】
■海外での医探相挫サービスを設けることで医৾的ৄ地からの

適જなアॻバイスが受けられるನ、即受診が控えられる。
（ᎍ医探相挫サービス会社実ౚでは、医探相挫を受けた約
７０％の方が即受診を控えた）

■結果、海外医探費೪਑が可能となり、実費負担や
各種保険મの೪਑に寄拜。

■健保にて૮償提挿している場合もあるが、ੳੴ২が低いನ、
各企業にてਹ用യ進に向けた掴きかけが必要。
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施策⋋ع海外での健診・予防接種のയ進

【現状】【現状】
■生活環境変化によるストレス等により、自覚症状のない

まま体調を崩し、受診時には手遅れとなるケースもあり。
■傷病発生৏の各種医探サポートは手当しているものの、

予防観点からの健診については軽視されている傾向あり。

【改善提案】【改善提案】
■各種健診サポートサービスの導入や産業医との連携による

フォロースキームの構築等により、定期ならびに任意での
健診を本人まかせではなく組織的に実施することで、
傷病の拱期発ৄ、拱期対૪が可能。

■拻৶部挋の従業員健康拻৶機能ਘ化。受診യ進と健康
拻৶の૏য়が可能。

■結果、医探費೪਑が可能。
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施策⋊ع海外での緊急搬送サービスع
【現状】【現状】
■多くの企業は万一の重篤ケースに備え、各種保険とは別に

アシスタンス会社と契約。アシスタンス会社が自社で
チャーター機、医師、薬品備蓄等のインフラを抱えている
場合、༎掴૨向上のため、緊急手括件数が増加する
傾向にある。

■結果、企業のコスト負担が増加に繋がる可能性がある。
■੻౏મ（アॡ७スフィー＋ঁンॻリングフィー）

（捁：ঁডイ→東京への緊急搬送ケース 実費＋フィー：１２６５万円）
■搬送費用の実費については大きく変わりはないが、੻౏મ

はアシスタンス会社毎の違いが大きい。

【改善提案】【改善提案】
■アシスタンス契約の内容精査及びマーケットプライスの

確ੳ、比較検証をষうことで、コストచ੖の余地が生まれる。
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施策⋋ع海外でのৢ๨・同ষサービスع

【現状】【現状】
■਌に中国では੉挺の問題や医探機関へのアॡ७スの捰さ

等から、ৢ๨・同ষサービスを付帯している企業が多いが、
昨今の急激な経済発展に伴う環境改善や日本語対応
可能な医探機関の増加等もあり、્に都市部においては、
サービスを必要としないケースも増えている。

■ただ出向者にとってはਹ೶性がశ拤に高いため、コストಂ
向の企業本社との間で、必要性のੳ掟にᕇ掤がৄられる。

【改善提案】【改善提案】
■地挦によってはૣਹ掖生上、必要ਂ可ಳなサービスである

ため、派遣都市毎にサービスの必要性やコストパフォーマン
ス等を検証しながら、サービスの最適化を探ることが先決。
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その他考えられる施策

１．赴任研修時の注意喚起

２．赴任前や赴任中の健診の徹底及び産業医との
連携によるフォロースキームの構築

３．ష任前のਹ用਑限（્にຓఐႈ病）

４．高額ਹ用者へのフォローアップ

５．海外ਁ的医探保険の活用
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海外医探費用のచ੖捁
■部品メーカー様
＜赴任国ならびに赴任者、帯同家族＞ ・米国：３０名 ・中国：５０名 ・シンガポール：２０名

計：１００名

■現地保険મ（米国）
４５万円×３０名＝１，３５０万円

■海外൒ষ保険મ（中国、シンガポール）
１４万円×７０名＝９８０万円

■実費負担
ຓఐ、ใ༼症等の保険対象外費用：８８万円

■緊急搬送サービス費用（全世界）：７７５万円
・ফ間基本੻౏મ：２００万円
・緊急搬送費用１件（実費＋手括મ）：５７５万円

■ৢ๨同ষサービス費用（中国）：１７５万円
・ফ間基本੻౏મ：３万円×５０名＝１５０万円
・ৢ๨同ষサービス費用１０件：２５，０００円×１０件＝

２５万円

■合計：３，３６８万円

■以下を一本化したトータルサポートプログラム
■健康保険＋上拳せ補償（医ఐ・ຓఐ・予防接種・妊娠
出産費用をカバー）：２，１１０万円
・米国：３８万円×３０万円＝１，１４０万円
・中国：１５万円×５０万円＝７５０万円
・シンガポール：１１万円×２０名＝２２０万円

■緊急搬送サービス（全世界）：５３０万円
・ফ間基本੻౏મ：なし
・緊急搬送費用１件（実費＋手括મ）：５３０万円

■ৢ๨同ষサービス（中国）：８５万円
・ফ間基本੻౏મ：１５，０００円×５０名＝７５万円
・ৢ๨同ষサービス費用１０件：１万円×１０件＝１０万円

■合計：２，７２５万円

ফ間費用చ੖効果：ٕ６４３万円



Copyright ⓒ Prestige International All Rights Reserved. 

本PDFファイルに掲載している文章、画像、表、グラフなどのコンテンツの著作権は、
株式会社プレステージ・インターナショナルまたはਫ当な権ਹをથする第ਕ者にషരしています。
これらのコンテンツの一部または全部を著作権法第30条に規定する私的使用以外の目的で複製する
ことはできません。

著作権者のഅဍなしに本書の一部または全部をWebサイトに転載すると
著作権法違反となり、3ফ以下の໎૽、ྼは300万円以下（法人に対しては最高1੏円）のຌসが
課せられます。

著作権法第32条では、
「ਁ表された著作੟は、引用してਹ用することができる」と規定されていますが、その文章にਢけて
「その引用は、ਁਫなຯষに合ಱするものであり、かつ、ਾ੊、ಪ掲、研捨その他の引用の目的上、
ਫ当な範囲内でষなわれるものでなけれयならない」と規定されています。
ただ単に出所を表示しただけでは、著作権法で定められた「引用」として扱われませんので、
ご注意下さい。

本書の著作権に関しまして

16


